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 おはなしかい おはなしボランティア 

   ★おはなしかご★ 

むかし、あるところに、とても ながれの はやい おおきな かわが 

あった。あんまり ながれが はやいので、なんど はしを かけても、 

たちまち ながされてしまう。 

むらの ひとたちは、とんと こまりはてていた。 

せんたくが だいすきな かあちゃんが、

いえじゅうの ものを あらいます。 

こども いぬ ねこ くつ かさ。 

とうとう へそを ねらって おちてきた 

かみなりさままでも……。 

 

 

ぼくは、てんかの おだんごぱん。ぼくは、こなばこ ごしごし 

かいて、あつめて とって、それに、クリーム たっぷり まぜて、 

バターで やいて、それから、まどで ひやされた。 

けれども、ぼくは、おじいさんからも、おばあさんからも、 

にげだしたのさ。 

ハリーは、おふろにはいることが だいきらい。 

あるひ、おふろに おゆをいれるおとが きこえてくると、 

ハリーは、ブラシをくわえて にげだして うらにわに 

うめて そとへ ぬけだしました。そして……。 

＜えほん＞ ＜えほん＞ 

『だいくとおにろく』松居直/再話 赤羽末吉/画（福音館書店） 

赤羽 

『おだんごぱん』ロシア民話 瀬田貞二/訳 脇田和/絵（福音館書店） 

◆かぞえうた： いちじく にんじん・・・ 

♪いちじく、にんじん、さんしょに、しいたけ、ごぼうに、ぽん♪ 

「いちじくを たべちゃいましょう」「ムシャムシャ・・・」 

「いちじくの ところは うたわないで，手も たたかないでね」 

🔸わらべうた： ほたるこい 

『せんたくかあちゃん』さとうわきこ/さく・え（福音館書店） 『どろんこハリー』ｼﾞｰﾝ･ｼﾞｵﾝ/文 ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾌﾞﾛｲ･ｸﾞﾚｱﾑ/絵 

わたなべしげお/訳（福音館書店） 

「せんたくかあちゃん」シリーズ ほかにもあります。 
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＜おはなし＞ ＜おはなし＞  

おだんごぱんは どこへいくのかな？ 

そこで、はしをかけてもらうようたのまれた 

だいくは、どうしたのかな？ 


